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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
企
画
展
で
は
、

考
古
学
資
料
か
ら
み
た
別
荘
地
に
か
か
わ
る
内
容

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
神
奈
川
県
内
に
は
、
近
代
の
遺
跡
の
興
味
深
い

調
査
事
例
が
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。
神
奈
川
県

各
地
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
近

代
の
資
料
を
も
と
に
、
外
国
人
居
留
地
の
設
置
と

居
留
地
か
ら
派
生
し
た
鉄
道
の
敷
設
、
及
び
延
線

と
鉄
道
の
延
線
に
伴
う
人
の
移
動
、
更
に
別
荘
地

の
形
成
を
た
ど
り
ま
す
。
ま
た
、
特
徴
的
な
近
代

の
遺
物
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

●
会
　
　
期
　
平
成
28
年
11
月
３
日
（
木
・
祝
日
）

〜
12
月
18
日
（
日
）

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
館
内
整
理
日

（
12
月
１
日
）

●
会
　
　
場
　
郷
土
資
料
館 

企
画
展
示
室

●
関
連
行
事

　
展
示
解
説
　
11
月
13
日
（
日
）、12
月
11
日
（
日
）

※
　
関
連
行
事
等
の
詳
細
は
、
11
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
大
磯
町
郷
土
資
料
館
は
改
修
工
事
を
終

え
、
平
成
28
年
11
月
３
日
（
木
・
祝
日
）
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
相
模
灘
の
青
い
海
と
高
麗
山
・
鷹
取
山
を

は
じ
め
と
す
る
緑
の
丘
陵
は
、
太
古
の
昔
か

ら
豊
か
な
恵
み
を
約
束
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
を
大
磯
の
地
に
育
ん
で
き
ま
し
た
。
郷
土

資
料
館
で
は
、
こ
う
し
た
大
磯
と
周
辺
地
域

を
含
む
豊
か
な
風
土
の
拡
が
り
を
「
湘
南
の

丘
陵
と
海
」と
い
う
テ
ー
マ
と
し
て
と
ら
え
、

昭
和
63
年
10
月
の
開
館
以
来
、
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
28
年
間
の
活

動
の
中
、
常
設
展
の
小
規
模
な
展
示
替
え
は

継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
型
展
示

物
な
ど
の
更
新
が
な
い
こ
と
か
ら
、
展
示
が

変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
、
開

館
後
10
年
が
経
っ
た
頃
か
ら
展
示
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
必
要
と
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
の

２
か
年
を
か
け
て
工
事
を
行
い
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
展
示
ホ
ー
ル
、
廻
廊
、
常
設

展
示
室
の
展
示
を
一
新
し
ま
し
た
。
新
し
い

常
設
展
示
は
、
28
年
間
の
博
物
館
活
動
の
成

果
を
活
か
す
と
と
も
に
、
特
に
「
別
荘
地
　

大
磯
」
に
か
か
わ
る
近
代
史
、
現
代
史
に
重

点
を
置
い
た
展
示
を
展
開
し
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
常
設
展
示
を
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
柱
の
上
の
軒
な
ど
を

支
え
る
斗と

栱
き
ょ
う

は
大
磯
町
の
王
福
寺
で
使
わ
れ
た
も
の
で

し
た
。

　
今
回
の
改
修
工
事
で
は
城
山
荘
の
解
体
を
行
っ
た
、

京
都
の
安や
す

井い

杢も
く

工
務
店
に
保
管
さ
れ
て
い
た
古
材
を
寄

贈
い
た
だ
き
、
欠
損
し
て
い
た
部
材
復
元
を
行
っ
て
展

示
が
作
成
で
き
ま
し
た
。

　
三
井
家
総
領
家
で
あ
る
北き

た

家け

は
、
明
治
30
年
代
か
ら

現
在
の
県
立
大
磯
城
山
公
園
旧
三
井
別
邸
地
区
に
別
荘

を
構
え
ま
し
た
。
10
代
当
主
の
三
井
高た
か

棟み
ね

は
、
関
東
大

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
で
耐
震
建
築
を
研
究

し
て
き
た
建
築
家
の
久く

米め

権ご
ん

九く

郎ろ
う

に
設
計
を
依
頼
し

て
、
外
観
は
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
、
内
装
に

は
古
社
寺
の
古
材
を
用
い
た
城
山
荘
本
館
を
、
昭
和
９

（
１
９
３
４
）
年
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
場
所
は
現
在

の
県
立
大
磯
城
山
公
園
の
展
望
台
付
近
で
す
。
以
後
、

様
々
な
建
物
が
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
、
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
城
山
荘
は
別
名
を
古
材
館
と
も
呼
ば
れ
、

全
国
各
地
の
社
寺
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
古
材
を
活
用
し
て

作
ら
れ
た
点
が
特
徴
で
す
。

　
新
た
な
常
設
展
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
城

山
荘
本
館
の
広
間
吹
抜
上
部
を
再
現
し
ま
し
た
。
展
示

し
て
い
る
古
材
は
、
唐か
ら

破は

風ふ

（
欅
材
）
及
び
龍
の
彫
刻

の
欄ら
ん

間ま

（
檜
材
）
は
奈
良
県
の
龍り
ゅ
う
も
ん
じ

門
寺
、
龍
の
彫
刻
の

束つ
か

は
三
重
県
に
存
在
し
た
高こ
う

宮ぐ
う

寺じ

、
鶴
の
彫
刻
の
欄
間

（
檜
材
）は
奈
良
県
の
長ち
ょ
う
が
く
じ

岳
寺
で
使
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

大磯町郷土資料館
11月３日 リニューア

ルオープン

リニューアル後の常設展示リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
企
画
展

「
遺
跡
か
ら
み
る
近
代
別
荘
地
の
形
成
と
展
開
」

〔
展
示
の
見
ど
こ
ろ
〕

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

か
つ
て
城
山
の
地
に
あ
っ
た
城
山
荘
の
趣
を
再
現

▲再現展示の工事作業の様子

▲かつての城
じょうざんそう

山荘本館
　広間吹抜上部
（写真集城山荘より）


